
ワークショップ趣旨 

1背景 

「臨床力」とは漠然としたイメージはあるものの、個々によってその解釈は異な

る。教育プログラムを検討するにあたり、まず我々が目指すべき「臨床力の高い

リハビリテーション専門職」を明確化することが必要である。今回の本ワークショッ

プのテーマとして、「臨床力の高いリハビリテーション専門職とは」を掲げた。 

 

2方法 

Google class ルームを 3 部屋活用し、集合用、各グループ(若手、ベテラ

ン)用に設定し、Google スライドを利用してプロダクトの作成を行った。それぞ

れの class ルームでディスカッションを行い、集合用で発表を行った。有意義な

ディスカッションが行われ、オンラインによるメリットもあり、タイムスケジュール通り

にプロダクトを生成することができた。 

 

 



プロダクト報告(若手グループ) 

1 KJ法によるテーマのイメージを可能な限り多く挙げる 

・特に、知識・技術・コミュニケーションについて多く、取り上げられた。 

 

2 抽出されたものを、カテゴリー化し、重要度を決定する 

・抽出されたものを絞り込み、二次元展開を行った。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



3 「臨床力の高いリハビリテーション専門職とは」を明文化する 

・カテゴリーと重要度を参考に、患者本位であることが最も重要と考え、 

コミュニケーションと知識・技術について明文化した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



プロダクト報告(ベテラングループ) 

１KJ法によるテーマのイメージを可能な限り多く挙げる 

・特に、対患者に関して、コミュニケーションについて多く、取り上げられた。 

 

２抽出されたものを、カテゴリー化し、重要度を決定する 

・今回は、カテゴリーをコミュニケーション、目標、治療、自分自身・内面、社

会・病院に絞り込み、二次元展開を行った。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



３「臨床力の高いリハビリテーション専門職とは」を明文化する 

・カテゴリーと重要度を参考に、コミュニケーション，治療戦略，自己の内面

と社会貢献に焦点を当てて明文化した． 

 

 


